
令和６年度「地域めぐり懇談会」意見交換の記録

開催日 １１月２７日（水）１０時３０分から１２時００分

会 場 中春別ふれあいセンター

参加者 ２３人

全体会「議員定数と議員報酬について」

・町それぞれで、定数や報酬が違うのでわからない。どんだけ活動しているかもわからない。意見できな

い。

（議員発言）お配りしている資料を参考に、アンケート調査で答えてください。

・別海町は広いので、逆に定数を増やして負担を少なくして、かつ議員報酬をあげてもいいのではない

か。

・議員の仕事がどのくらい大変かがわからないのでなんとも言えないが、女性が少ない。別海町はまだ男

女格差があると感じている。

総務文教分会「地域住民の移動手段の確保について」 参加者 ８人

・定期的に中標津病院を受診しているが、バスの便が少なくなり、今の時刻表で通院しようとすると到着

が昼を過ぎてしまう。空港バスを使うこともできるが、空港バスのバス停は病院からはものすごく歩か

なければならないため大変。

・運転手が不足しているからバスの便が減っているのでは？それならば、運転手不足や乗客の人数など

も考慮して運行車両を変えてはどうか。

・免許を返納し、送迎を必要としている人がたくさんいる。

・尾岱沼にサロンができたが、当初あった送迎サービスが激減してしまい、楽しみだったサロンにもなか

なか行けなくなってしまった。

・ほかの地域の老人クラブにも出かけたい。せめて、全町向けに開催される「みなくる」で開催される芸

能発表会だけでもいいのでバスを出すべき。ほかの地区の方と交流をする機会を増やす為にも実現す

るべき。

・バスがある、ないの前にバス停までが遠すぎる。

・ボランティアのサポートチームのようなシステムを行政で作ってくれると、ボランティアの方に困っ

ていることなどを頼みやすい。お互いに負担にならない共助のシステムが必要。

・免許を返納すると、ごみ出しが大変になる。

福祉医療分会「病院・診療所の運営について」 参加者 ８人

・予防注射の時、病院内の案内がスムーズではないと感じた。



・医師が少ないことや休診が多いことで、本当は別海病院にかかりたいけど、この先不安。

・医療機関は弱っている時にありがたい存在。診療所は身近な存在で対応もよく、地域にとって必要。

・インフルエンザ予防接種の時間が、酪農家にとって使いづらい。

・待ち時間が長いのも医師が少ないので仕方がないのは理解しているが、中標津病院や尾岱沼診療所に

行くことが多い。

・将来的に、今のボリュームではなく、医療だけではなく他の分野もかねて、中標津町や釧路市と医療の

住み分けが必要ではないか。

・医師が別海町に住んでくれるメリットに労力を注がないと来てくれない。定住のための住宅とか。

・外科にかかれない時もあり、傷病の状況によって釧路市に行く。釧路市に行ったほうが早いこともある

ので、通院の手段があればいい。

・別海病院から釧路市や中標津町に転院などが多く、釧路市まで行く手段がほしい。１人になった時にど

うしたらいいかわからない。不安。

・他町のライドシェア、デマンド交通などを参考にしてなんとか知恵を絞ってほしい。スクールバスを利

活用できないか。

・ハイヤー券が混んでいて使えない時もある。

・医者の確保は町長に任せるだけでなく、町民も医者探しをするべきである。

（行政に対する要望事項）

・過疎地域に医師を呼ぶのがネック。町長に頑張ってほしい。相当動かないと医師は来てくれない。町長

はどうやって動いているのか。

・尾岱沼診療所の医師も高齢なので、休診日増やして少しでも長く続けてほしい。

産業建設分会テーマ「ふるさと交流館の今後について」 参加者 ７人

・各部屋に、トイレや浴室を設けるべきである。

・今のふるさと交流館では、別海市街の眺望が見えない。

・今のふるさと交流館は建物の大改修が必要である。

・子育て世代の意見や、ＹｏｕＴｕｂｅｒの意見や、ＳＮＳをもっと積極的に活用すべきである。

・ふるさと交流館前の傾斜地を利用して、子どもたちが遊べる場所を作るべきである。

・多少赤字になっても、納得のできる赤字の仕方を考え、町民全体で運営すべきである。

・もっとイベント（野球の練習試合等、その他）を増やし、もっと積極的にふるさと交流館の宣伝をする

べきである。折角作ってもペイしないし、意義もない。

（行政に対する要望事項）

・宿泊できて、食事もできるふるさと交流館にしてほしい。



・朝５時、６時くらいの早くから、もう少し遅くまで営業してほしい。

・ふるさと交流館に道の駅的機能を持たせてほしい。

・海産物や乳製品も買える施設にしてほしい。

（その他の事項）

・別海町は広いので、道の駅がもう一つあってもよいのではないか。


